
■シリアル・モールス送信機（４ＭＨｚ版） Ｖ１．０  （暫定）2000,2/22 

１  ＣＰＵにＰＩＣ１６Ｆ８４を使用したシンプルかつ高性能な 

 モールス送信機です。 

２  Ｗｉｎｄｏｗｓ、ＡＫＩ－Ｈ８，ＡＫＩ－８０マイコンなどとＲＳ－２３２Ｃで 

 接続してモールス信号を出力できます。 

３  出力側に発振器をつないでモールス信号の聞き取り練習ができます。また 

 アマチュア無線のトランシーバーを接続して自動送信する事もできます。 

４  毎分約３０字～１２０字以上の広範囲の送信スピードに対応します。 

５  Ｗｉｎｄｏｗｓのアプリケーションプログラムから制御するノーマルモードと 

   キーボードオペレーション用のダイレクトモードがあります。 

６ 姉妹機のシリアル・モールス受信機と併用するとＷｉｎｄｏｗｓ対応の 

 モールス送受信システムが完成します。 

 

■部品表（４ＭＨｚ版） 

基板  １個 

ＰＩＣ１６Ｆ８４  １個 

１８ｐ ＩＣソケット  １個 

ＭＡＸ２３２（ＡＤＭ２３２）  １個 

７８０５  １個 

トランジスタアレー  １個 

Ｘｔａｌ ４ＭＨｚ（水晶またはセラミック発振子）   １個 

抵抗  若干 

セラミックコンデンサ  若干 

電解コンデンサ   ２個 

スイッチ    ２個（付属または別売り） 

端子若干 

ＬＥＤ  １個 

リレー  １個 （トランシーバー接続用、付属または別売り） 

ＲＳ２３２Ｃ用Ｄ－Ｓｕｂ９Ｐコネクター、ケーブル    （付属または別売り） 

（注、接続方法は＋他のキットと同様が望ましい） 

電源     （標準で１２Ｖ、付属または別売り） 

 

■キットの製作 

本キットは、部品点数も少なく回路も簡単ですから特に難しい所はないと思いますが、２、

３注意点を述べます。 

１  ＰＩＣ，ＭＡＸ２３２などは、ピン番号を十分に確認しながら配線しましょう。念のた

めに回路図にチェックを入れながら製作を進めると確実です。 

２  電解コンデンサには極性がありますので、向きに注意して取り付けて下さい。 

 なおセラミックコンデンサには極性がありません。 

３  製作が完了したら、まずＰＩＣをＩＣソケットに入れない状態で電源投入し、 

 ＰＩＣの電源電圧（５Ｖ）、極性、配線などを再チェックして下さい。 

 正常を確認したら、必ず電源を切ってから、ＰＩＣを取り付けます。 

 

 

 

 



■シリアルインターフェース 

本機はＲＳ－２３２Ｃインターフェースに対応し通信機能でコントロールできます。 

Ｗｉｎｄｏｗｓパソコン、ＡＫＩ－Ｈ８，ＡＫＩ－８０マイコンなどに接続可能です。 

 

■通信条件 

本機は以下の通信条件に設定されていますので接続するパソコン側も同じにして下さい。 

８ビットデータ、４８００ｂｐｓ，パリティ無し、１ストップビット 

 

■ ノーマルモードとダイレクトモードについて 

本機にはノーマルモードとダイレクトモードの２つのモードがあります。 

◆ノーマルモードは、パソコンと本機の間でコマンドとアンサーを送信・受信する事       

でモールス信号を出力します。電源投入直後ではこのモードになります。 

◆ダイレクトモードでは本機に送られた文字をそのままモールス信号にして出力します。 

 

    

    

    

    

    

    

    

 

 



■■ノーマルモード 

 

■コマンドの説明 

コマンドおよびアンサーの行末には、ＣＲ（０ＤＨ）を付けます。 

 

パソコン      コマンド  ＣＲ    

本機                                        アンサー    ＣＲ   

コマンドは全てＡＳＣＩＩコードです。コマンドの内容が不正または通信エラーが発生し

た場合は、失敗となります。また、コマンド送信に時間（約２秒）がかかる場合はタイム

アウトエラーする可能性があります。 

 

■送信レート確認コマンド 

コマンド      ：Ｒ 

アンサー  失敗：ＮＧ 

          成功：ｈｈ 

現在設定されている送信レートを表示する。ｈｈは１６進数である。 

送信レートはモールス信号の送信スピードを決定します。 

具体的には送信レートはモールス信号の１単位時間を決めています。 

 

１単位時間＝８ｍｓ × 送信レート 

 

単位時間は電信規則で以下のように規定されています。 

     信号                        単位時間 比            欧文１２０字／分の時間 

ＤＯＴ     ・         １         ５１ｍｓ 

ＤＡＳＨ   －         ３       １５３ｍｓ 

ＭＡＲＫ ＳＰＡＣＥ         １         ５１ｍｓ 

CHARACTER  SPACE         ３       １５３ｍｓ 

WORD SPACE         ７       ３６７ｍｓ 

 

 

 



■送信レートコマンド 

コマンド１    ：Ｎｎ 

アンサー  失敗：ＮＧ 

          成功：ＯＫ 

送信レートをｎ番に設定する。 

送信レートは０番から９番までの１０段階で指定します。 

 

番号と送信レートの関係は以下の通りです。 

 ｎ番号                     送信レート（１０進数）     １単位時間 （ｍｓ） 

０       ３０字／分 ２５ ２００ 

１       ４０字 １９ １５２ 

２       ５０字 １５ １２０ 

３       ６０字 １３ １０４ 

４       ７０字 １１ ８８ 

５       ８０字 ９ ７２ 

６      １００字 ８ ６４ 

７      １１０字 ７ ５６ 

８      １２０字 ６ ４８ 

９      １２０字以上 ５ ４０ 

 

コマンド２    ：Ｎ 

アンサー  失敗：ＮＧ 

          成功：ｎ 

現在設定されている送信レート番号を表示する 

 

 

 

 



■メッセージコマンド 

コマンド      ：：メッセージ文字列 

アンサー  失敗：ＮＧ 

          成功：ＯＫ 

メッセージ文字列をモールス信号として出力する。 

必ずメッセージの先頭に‘：’を付けて下さい。メッセージは最大１６文字です。 

モールスコードに対応したメッセージ文字は正確にモールス符号として出力しますが、 

それ以外の文字の場合は、スペース（７単位のWORD SPACE）として出力します。 

メッセージコマンドを実行すると自動的にモールスを送信します。 

    

 

■ステータスコマンド 

コマンド１              ：Ｘ 

アンサー  モールス送信中：ＮＧ 

                    失敗：ＮＧ 

                送信終了：ＯＫ 

モールス信号送信中か否かを確認する。 

現在モールス信号を送信中の場合はＮＧとなり、送信終了後にＯＫとなります。 

メッセージコマンドを送る場合は事前にこのコマンドを実行して送信終了を確認して下さ

い。 

 

コマンド２      ：Ｂ 

アンサー  失敗：ＮＧ 

          成功：ｈｈ 

モールス送信バッファの空きバイト数ｈｈを表示する。ｈｈは１６進数である。 

メッセージコマンドで受け付け可能なメッセージ文字列の長さを示しています。 

このバイト数よりも長い文字列の場合は文字列の一部が失われる可能性があります。 

 

 

 

 



■バージョンコマンド 

コマンド      ：Ｖ 

アンサー  失敗：ＮＧ 

          成功：タイトル、バージョンの内容 

本機のタイトルおよびバージョン番号を表示する。 

 

■ダイレクトモードコマンド 

コマンド      ：Ｄ 

アンサー  失敗：ＮＧ 

          成功：／ＤＩＲＥＣＴ／ 

ダイレクトモードにする。 

 

■ ■ダイレクトモード 

ダイレクトモードでは、本機は送られてきた文字を直ちにモールス信号に変換して出力し

ます。文字の後にＣＲ（０ＤＨ）を付ける必要はありません。 

 

本機は以下のモールスコード（国際符号）に対応しています。 

数字  ０～９ 

英字  Ａ～Ｚ 

記号（１２種）    ．（ピリオド）、（カンマ）：（コロン）？‘ ―（ ）／ ＝ ＋ “ 

特殊記号（３種）は、対応する文字が無いため￥＠＾の３文字に割り当てました。 

  ￥待機符号、@訂正符号、＾終了符号 

 

上記以外の文字は、スペース（７単位のWORD SPACE）として出力します。 

 

次の２文字をコマンド文字として特殊な用途として定めています。 

ＥＳＣ （１ＢＨ）または ＃（２３Ｈ）でノーマルモードに戻します。 

アンサーは、／ＮＯＲＭＡＬ／です。 

 

■ 参考（４ＭＨｚ版）本機はＲＳ２３２Ｃ通信とモールス信号出力のいずれもソフトウエ

アコントロールでそれらの機能(ロジック)を実現しています。そのためＲＳ２３２Ｃ通信

にＣＰＵの処理能力の大半を消費するような場合では、モールス信号処理が停滞する可

能性があります。その結果は、モールス信号に送信ムラが発生する可能性があります。

以上の事から、コマンドは４８００ｂｐｓのフルスピードで、しかも連続で実行するこ

とは避けて下さい。コマンド文字列の送信およびコマンドと次のコマンドの送信に時間

的余裕（例０．２秒以上）を与えて下さい。 


